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刑 法

注 意 事 項
1．試験開始の合図があるまで、この問題冊子の中を見てはいけ
ません。

2．解答用紙・下書き用紙は、この冊子の中に折り込んであります。
3．解答はすべて解答用紙に記入しなさい。
4．解答は指定された範囲に記載すること。「書き終わり」をこ

えて記載した場合は、採点をしないことがあります。
5．試験終了後、問題冊子・下書き用紙は持ち帰りなさい。
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次の問題Ⅰ・Ⅱのうち1問を選択して解答しなさい。

解答用紙に選択した問題の番号を記入すること。

Ⅰ 次の【事例】を読み、甲および乙の罪責について解答しなさい（特別法違反の点

は除く。なお、甲・乙間の共犯関係については論じる必要はない。）。

【事例】

⑴ 甲とＡは従来から対立関係にあったところ、ある日Ａは甲の発言を聞いて激怒し、

甲に殴る蹴るなどの制裁を加えようと考え、強い口調で甲に「いい度胸をしている

じゃないか。8時半にＢ公園に来い。覚悟しておけよ。」と言った。これに対し甲

も「おう、行ってやるよ。」と怒鳴って電話を切った。甲は、高校時代にＡと同じ

不良グループに所属しており、Ａが短気で粗暴な性格で、過去にも怒りにまかせて

他人に暴力を振るったことが数回あったことを知っていたため、Ａの前に姿を現せ

ば、Ａから殴る蹴るなどの暴力を振るわれる可能性が極めて高いだろうと思った。

しかし甲も頭に血が上っていたことから、自宅にあった包丁（刃体の長さ15セン

チメートル。以下「本件包丁」という。）をズボンのベルトに差して準備した上で、

Ｂ公園に出向き、Ａを待ち構えていた。Ａは、同日午後8時30分頃、Ｂ公園に到

着し、甲の姿を見るなり「お前、ふざけんなよ。ボコボコにしてやるからな。」と

怒鳴り声を上げた。これに対し、甲は「できるものならやってみろ。この野郎。」

と大声で言い返した。

⑵ Ａは、甲の態度に逆上し、甲に至近距離まで接近すると、右手の拳を突き出して

甲の顔面を殴打しようとした。甲は、Ａの拳をかわしながら、本件包丁をベルトか

ら抜いて、Ａの首付近をめがけて突き出した。甲の包丁はＡの左肩付近をかすめ、

Ａは全治2週間の左肩部切傷の傷害を負ったが、Ａはひるむことなく更に甲の顔面

を殴打しようと拳を振り上げた。

⑶ ちょうどその頃、甲の勤務先の後輩乙は、偶然にＢ公園に来て、Ａが甲を殴打し

ようとしているのを目撃し、とっさに甲を助けようと考えた。乙は、護身用に携帯

していたサバイバルナイフ（刃体の長さ18センチメートル。以下「本件ナイフ」

という。）を取り出して、直ちにＡの背後に回り、同日午後8時31分頃、何の警告

刑 法①

― 1 ―
刑①



もせずにＡの右上腕部を狙って本件ナイフを同部に強く突き刺し、Ａに加療約3週

間を要する右上腕部刺創の傷害を負わせた。

⑷ このとき、乙は、甲・Ａ間の上記事情を知らず、また、暗がりだったこともあり、

甲が本件包丁を持っていることや、Ａがけがをしていることも認識しておらず、Ａ

が甲に対して一方的に攻撃を加えようとしていると思い込んでいた。

Ⅱ 次の【事例】を読み、〔設問1〕および〔設問2〕に解答せよ（特別法違反の点

は除く）。

【事例】

⑴ 税理士であるＡは、甲を含む顧問先からの税理士顧問料等の取立てを、集金事務

代行業者であるＢ株式会社（Ｂ社）に委託していた。

⑵ Ｂ社は、上記顧問先の預金口座から自動引き落としの方法で顧問料等を集金した

上、これを一括してＡが指定した預金口座に振込送金していたが、Ａの妻が上記振

込送金先を株式会社Ｃ銀行Ｄ支店の甲名義の普通預金口座に変更する旨の届出を

誤ってしたため、Ｂ社では、これに基づき、平成7年4月21日、集金した顧問料

等合計75万0031円を同口座に振り込んだ。

⑶ 甲は、通帳の記載から、入金される予定のない上記Ｂ社からの誤った振込みが

あったことを知ったが、これを自己の借金の返済に充てようと考え、同月25日、

Ｄ支店において、窓口係員に対し、誤った振込みがあった旨を告げることなく、そ

の時点で残高が92万円余りとなっていた預金のうち88万円の払戻しを請求し、同

係員から即時に現金88万円の交付を受けた。

〔設問1〕 上記【事例】における甲の罪責について論じなさい。

〔設問2〕 上記【事例】の⑶が以下のようであった場合の甲の罪責について論じなさい。

⑶ 甲は、通帳の記載から、入金される予定のない上記Ｂ社からの誤った振込みが

あったことを知ったが、これをＡに現金で返却しようと考え、同月25日、Ｄ支店

において、窓口係員に対し、誤った振込みがあった旨を告げることなく、その時点

で残高が92万円余りとなっていた預金のうち75万0031円の払戻しを請求し、同

係員から即時に現金で同額の交付を受けた。その後、甲は同額をＡに交付した。
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